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養育者がとらえる幼児の行動特徴に関する研究
� 幼児気質質問紙と観察された行動との関係 �

武井祐子�� 　寺崎正治�� 　水子 　学��

要 　　　約

幼児期における育児ストレスや子どもの問題行動を減らす適切な援助方針を設定するためには，幼
児の気質を検討することが必要と考えられる．本研究は，幼児気質質問紙の各尺度と幼児の観察され
た行動との関連性を確認することで，気質尺度の妥当性を検討することを目的に実施した．
対象者は親子教室に参加した母子��組である．養育者は武井他（�		�）が作成した幼児気質質問

紙に回答し，親子が親子教室（� � 
 ��	）に参加した．親子教室を初期（� �あるいは� �）・中期
（� �あるいは� 
）・後期（� �あるいは��	）の �期にわけ，それぞれで観察場面（ �分）を抽出し

た．物への関わり，位置移動，母親への能動的な関わり，他者への能動的な関わりの �つの行動カテ
ゴリーを設定し，時期別および �期全体で，各気質尺度と行動カテゴリーとの間の相関係数を算出し
た．結果，順応性尺度と母親への能動的関わり行動との間には，状況によっても変化しにくい安定し
た関連性が示唆された．気質尺度と行動カテゴリーの間の安定した関連性を確認するためには，観察
場面数を増やし，観察内容を多様化することが必要と考えられた．

は じ め に

幼児期の育児相談では，健康面のチェック，行動

観察，発達検査などの心理検査だけでなく，子ども
の特徴（「気質」）を把握することが重要である．浅
原らも����，子どもの生来の行動特徴，いわゆる「気
質」を理解することで，子供の発達を促すような適
切な対応を，母親に助言していくことができるので
はないかと指摘している．
子どもの気質を把握する方法としては，�つの主

要な方法がある��．そのなかの �つに，養育者との
構造化された面接によって気質概念に対応した行動

を聞き取り，気質を把握するという方法がある��．
������ ��� �����は，���
年に子どもの気質

研究に大きな影響を与えたニューヨーク縦断研究
（��� ���� ��� !"#�!��� $"#�%）を開始し，膨大
な時間をかけて面接をした結果から，乳児期初期か
ら子どもの反応には個人差がみられることを明ら
かにした．その個人差は，活動水準，周期性，接近
性，順応性，敏感性，反応強度，気分の質，気の散
りやすさ，注意の範囲と持続性という �つの行動特

徴であらわされ，さらにうち �つの特徴の組み合わ

せで，「扱いにくい」子ども，「扱いやすい」子ども，

「時間のかかる」子どもといった気質診断類型に分
類できるとしている．その後，������ ��� �����

が行なった面接より，時間と労力を省いた質問紙が
����%らによって開発され ��，日本でも ����%らの
気質質問紙（&�'，��$，($'など）の翻訳，標準
化が行われている����．
気質をとらえるための方法としては，その簡便性

から質問紙が用いられることが多く��，)�%*�&�+,
に登録されている文献で，����年から�		�年まで

の乳児の気質研究を概観しても，気質を測定するた
めの質問紙の開発，既存の気質質問紙の妥当性や信
頼性の検証に関する研究が多い	�．しかし，日本で
使用されている気質質問紙は，アメリカからそのま
ま導入されたために，日本の文化に馴染まない項目
が含まれていることや，短時間で問題を把握する必
要がある健康診査などの相談現場で使用するには項
目数が多いこと ��，また尺度自体の安定性がないこ
と �
����など，問題点が指摘されている．これらの

ことから，武井らは ���，相談現場で簡易に使用可能
な 
尺度��項目の気質質問紙を作成し，標準化の作
業を行っている．この幼児気質質問紙は，否定的感
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情反応尺度（ �項目），神経質尺度（�	項目），順応
性尺度（ 
項目），外向性尺度（ �項目），規則性尺
度（ �項目），注意の転導性尺度（ �項目）の 
尺度
��項目から成っている（表 �）．現段階で，問題行

動との関連���や育児不安の高さとの関連���，育児
態度や母性意識との関連���が指摘され，相談現場
での養育者の育児不安や育児ストレスの低減や子ど
もの問題行動の予防という臨床的活用の視点から，
尺度内容の妥当性が検討されている．

表 � 各気質尺度の項目内容

しかし，養育者が質問紙で評価した子どもの気質

特徴は，直接子どもを検査することによって個人差
を評価できる (��-��"��の新生児行動評価法���の
結果とはあまり高い相関関係を示さず ���，養育者と
同じレベルで子どもと関わる保育士による気質評価
と不一致となること ���，実験室や家庭での観察で
養育者以外の第三者によって評価された子どもの気
質特徴とあまり高い相関を示さないこと �	����が指
摘されている．これらのことから，養育者が質問紙
で評価した子どもの気質は，実際の子どもの気質を

忠実に反映するのではなく，養育者のバイアスがか
かった子どもの気質特徴とすることが妥当と考えら
れる．とはいえ，養育者は自身が認知した子どもの
気質に応じて養育行動をしていることを考えると，
養育者による気質評価と観察された実際の行動の関
連性を明らかにし，尺度の妥当性を検討することが，

相談現場で子どもの気質特徴を活用した適切な援助
方針の設定につながると考えられる．
現在まで，武井らの幼児気質尺度と親子教室の自

由遊び場面で子どもが示す行動との関連性を検討さ

れ，自由遊び場面では，順応性尺度，神経質尺度，外
向性尺度，規則性尺度の気質尺度と母親に抱きつく，
母親の後を追うなどの母親に対する能動的接近行動
との間，規則性尺度および神経質尺度と玩具で遊ぶ
行動との間に関連性が見いだされている������．こ
のことから，母親に対する能動的接近行動や玩具で
遊ぶ行動は気質尺度の妥当性検討のための指標にな
りうる可能性が指摘されている．しかし，観察場面
が �時間続く親子教室の中の �分に限定されている

こと，指標となった行動カテゴリーが母親への能動
的行動や位置移動，玩具で遊ぶ時間や回数などに限
定されていることなどから，気質尺度の妥当性の検
証には，観察場面や行動カテゴリーを増やす必要性
があると考えられる．
そこで本研究は，前述の研究を発展させ，検討さ

れてきた観察場面������とは異なる場面を対象とし，
さらに観察行動カテゴリーを増やすことで，武井ら
が作成した幼児気質質問紙の各尺度と実際の幼児の

行動との関連性を検討し，尺度の示す内容が実際の
行動のどのような面に表現されるのかを明らかにす
ることを目的とする．

方 法

�．調査対象者

本研究のために企画された親子教室に参加した母
子��組である．対象幼児の年齢は質問紙実施時に平
均�	�	ヶ月（$./��
）であった．性別内訳は男児
��名，女児�	名であった．対象幼児には親子教室の
期間中に個別に新版0式発達検査を実施した．全領

域での平均発達指数は����（$./���）であり，全員
に発達面での遅れはみられなかった．
�．手続き

参加者には教室がはじまる �，�ヵ月前に，個別
に研究目的の説明を行い，武井らの幼児気質質問
紙を実施した．親子教室は川崎医療福祉大学臨床
心理学科の集団療法室で，�回 �時間程度，平成�


年 �月�	日��	月 �日まで月 �回，計�	回（以下，
� ����	）開催された．参加した母子には親子教

室への継続参加を依頼し，承諾を得た．親子教室は
毎回，次の内容で行われた．（�）参加者が来室して
から��分程度の自由遊び，（�）����	分程度の体を
使った集団遊びや手遊び，（�）�	��	分程度の毎回
異なる内容で構成された設定遊び（七夕飾り作り，
小麦粉粘土など），（�）�	��	分程度の持参したおや
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つを食べる時間，（�）母親が座談会をし，子どもは少
し離れて自由に遊ぶという，同室ではあるが母子分
離を目的とした自由遊びの �つの内容で構成されて
いた．毎回同じ保育士 �名が全体の遊びを主導し，

基本的には毎回同じ大学生 �，
名が補助スタッフ
として参加した．教室の活動は全て，天井設置のビ
デオカメラおよび部屋内設置ビデオカメラの計 �台
で録画した．
　（�）質問紙

武井らの幼児気質質問紙である．この質問紙は 


尺度（「否定的感情反応」「神経質」「順応性」「外向
性」「規則性」「注意の転導性」）��項目から成り，回
答形式は「全くない」から「いつもある」の頻度に

よる �段階である．
　（�）観察場面

全�	回のうち� �あるいは� �（初期），� �ある
いは� 
（中期），� �あるいは��	（後期）の �期
を対象とした．観察時間は先行研究������に従い �

分間とし，教室に母子が来室した直後の自由遊びに
おける子どもの行動を分析対象とした．初期，中期，
後期のそれぞれ �回のうち，不参加あるいは参加し
てもビデオに全く録画されていない場合以外は，実

施時期の早い回（初期なら� �，中期なら� �，後
期なら� �）を分析の対象とした．また，分析対象
の �分間で対象児の観察が困難な場合は観察時間を
延長し，積算で �分間にした．
　（�）観察行動カテゴリー

行動カテゴリーとして �つの内容を設定した．�

つめは物への関わりであり， 室内に準備された年
齢に対応した玩具（ソフト積木，ままごとセット，
チェーン落としなど）に自主的に関わったか否かを

評定した（以下，物への関わり）．�つめは，位置
移動であり，歩く，走る，這うなど �つの地点から
他の地点への移動がみられたか否かを評定した（以
下，位置移動）．�つめは，母親への能動的な関わり
であり，手を出して抱かれる，手をつなぐ，玩具を
渡す，手をさしのべるなど，自分から能動的に接触
して関わったか否かを評定した（以下，母親への関
わり）．�つめは，母親以外の他者への能動的な関
わりであり， �つめの行動カテゴリーの内容が母親

以外の他者（保育士，学生スタッフ，他児，他児の
母親）にみられたか否かを評定した（以下，他者へ
の関わり）．これらの行動カテゴリーについて，そ
れぞれ，初期・中期・後期に分けて評定した．
　（�）評定方法

観察時間とした �分間について，�秒間を観察単
位として
	単位に分割した．�つの行動カテゴリー
について，生起したか否かの � 1 	サンプリング法

により心理学を専攻する大学生 �名が評定した．無
作為に選んだ �名について，観察行動カテゴリー全
ての一致率を求めたところ，����2であった．
�．分析方法

行動カテゴリー各々（物への関わり，位置移動，
母親への関わり，他者への関わり）における行動の
生起数をカテゴリーごとに合計し，初期・中期・後
期の �期とも観察された場合は��	単位，�期の場
合は��	単位，�期の場合は
	単位を分母とする比
率（2）に修正した．さらに，時期別（初期，中期，
後期）に算出し，
	単位を分母とする比率（2）に
修正した．これらの比率と気質質問紙 
尺度の得点
との間の $3������の順位相関係数を算出した．

結 果

各行動カテゴリーの生起比率について，初期・中
期・後期の時期別，全体の平均および標準偏差を算
出した（表 �）．物への関わりはどの時期も�	2を超
え，生起比率が少ない後期でも����2であった．他
者への関わりの出現比率は全体的に低く，中期では
� 2以下であった．

表 � 時期別，全体の各行動カテゴリーの生起比率平均お
よび標準偏差

各気質尺度と全体の各行動カテゴリーとの間の相
関係数を算出した（表 �）．

表 � 全体の気質尺度得点と各行動カテゴリーにおける行
動生起比率との間の相関表

神経質尺度と他者への関わりとの間に負の相関
傾向が認められた（� / �	��� 3 � ��	）．つま
り，よく気がつき，聞き分けがよいといった気質傾
向が強くなる子どもほど，他者に自分から関わっ
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ていくことが減少する可能性が示唆された．順応
性尺度と母親への関わりとの間に有意な正の相関
（� / 	��
 3 � �	�），他者への関わりとの間に負の相
関傾向（� / �	��� 3 � ��	）が認められた．つまり，

新しい環境に慣れにくい気質傾向が強くなる子ども
ほど，母親に自分から関わっていくことが増加し，
他者に自分から関わっていくことが減少する可能性
が示唆された．外向性尺度と母親への関わりとの間
に負の相関傾向が認められた（� / �	��	 3 � ��	）．
つまり積極的に周囲に関わっていく気質傾向を強く
なる子どもほど，母親に自分から関わることが減少
する可能性が示唆された．また，注意の転導性尺度
と他者への関わりとの間に有意な正の相関が認めら

れた（� / 	��	 3 � �	�）．つまり，注意の切り替え
が早く，刺激によく気付くといった気質傾向が強く
なる子どもほど，他者に自分から関わっていくこと
が増加することが分かった．
時期別の結果に一貫した関連性が認められるか，

あるいは時期によって変化が認められるかを検討す
るために，時期別に各気質尺度と各行動カテゴリー
との間の相関係数を算出した（表 �）．

表 � 時期別の気質尺度得点と各行動カテゴリーにおける
行動生起比率との間の相関表

結果，初期・中期・後期を全体としてまとめた際

に関連性が認められた神経質尺度と他者への関わり
との間，順応性尺度と他者への関わりとの間，外向
性尺度と母親への関わりとの間，注意の転導性尺度
と他者への関わりとの間に一貫した関連性が推測さ
れた．
神経質尺度と物への関わりとの間に中期のみ負の

相関傾向（� / �	��� 3 � ��	），注意の転導性尺度
と他者への関わりとの間に初期のみ正の相関傾向が
認められた（� / 	��� 3 � ��	）．また，否定的感情
反応尺度と初期における他者への関わりとの間に有

意な負の相関が認められたが（� / �	��� 3 � �	�），
中期および後期には関連性が認められなかった．つ
まり，親子教室を実施して間もない慣れていない状
況では激しく感情をあらわしたり，大泣きするよう
な気質傾向が強い子どもほど，他者に自分から関
わっていくことが減少するが，回数を重ね，状況にな
れてくると，激しく感情をあらわしたり，大泣きす
るような気質の差によっては他者に自分から関わっ
ていく行動はかわらないと考えられた．

考 察

本研究は，武井らが作成した幼児気質質問紙の各
尺度と実際の幼児の行動との関連性を検討し，尺度
の示す内容の妥当性を検討することを目的として実
施した．
初期・中期・後期をあわせた全体で関連性が確認

された，神経質尺度と他者への関わり，順応性尺度
と他者への関わり，外向性尺度と母親への関わりは，
初期・中期・後期の時期ごとの分析では関連性は確

認できなかった．これは，全ての参加者が継続的に
参加することが困難であったために分析に用いられ
た対象数が十分でなかったことだけでなく，時期別
といった限定された場面のみでは関連性をみいだす
ことが困難な場合も，観察場面数を増やす，すなわ
ちサンプリング数を増やすことで，安定した結果を
得ることができるためと考えられた．今回の結果で
確認された順応性尺度と母親への関わりとの間の関
連性は，� ��� �のおやつのあと �分間という今
回とは異なる観察場面を分析した水子らの報告���

でも同様の結果が得られている．観察評定で得られ
た結果は，限定的な場面における一定の方法による
ため，その時点での個体内の環境状態が直接反映さ
れやすく，養育者が日々の日常生活の経験でとらえ
る特徴とは内容が異なると指摘されている���．つ
まり，観察評定で得られた結果と，質問紙上でとら
えられた気質評価とでは，その手法の違いから，得
られる内容が異なり，一定の関係を見いだしにくい
と考えられる．場面や状況が異なっても関連性が確

認された順応性尺度と母親への関わりとの間の関連
性は，個体内の要因はもちろん，個体外の要因，つ
まり環境からの関わりなどがあっても，影響を受け
ず，一貫した関連性がみられると考えられた．
一方，先行研究������で確認された規則性尺度と

母親への関わり，規則性尺度と玩具への関わり，神
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経質尺度と母親への関わりとの間の関連性は，今回
の結果では認められず，神経質尺度と物への関わり
との間に中期のみ関連性が認められた．また，時期
別の気質尺度と行動カテゴリーの間の特徴的な変化

では，初期の否定的感情反応尺度と他者への関わり
の間にのみ関連性がみられ，中期および後期には認
められなかった．つまり，激しく感情をあらわした
り，大泣きするような気質傾向が強い子どもは，初
期というように場面に慣れていない状況でのみ他者
に自分から関わっていくことが少ないと考えられた．
これらのことは，サンプリング数を増やすことで安
定性のある結果か否かを確認していく必要があると
考えられる．

水野は ���，エインズワースのストレンジシチュ
エーションに即した実験観察場面を設定して個別に
実施し，行動抑制傾向と母親に対する行動とは直接
関連がみられないと指摘している．行動抑制傾向は，
内容から検討すると，順応性尺度で把握される気質
特徴と対応すると考えられる．今回の結果では，順
応性が低い，つまり新しい環境に慣れにくい子ども
は，母親から離れようとしない行動を示す結果が得
られ，水野の報告���と異なる結果となった．水野

は自身の結果について，強いストレス状態におかれ
た後の乳児が母親に対して示すコミュニケーション
スタイルは，行動抑制傾向といった個人的特性に影
響されない関係性の質であると考察している���．本
研究での観察場面は，水野���と異なり，個別ではな
く複数の母子が参加した場面であり，操作的な実験
場面ではなく，自由に遊ぶ親子教室といったストレ
ス状況のない自然観察場面であった．つまり，より
自然な母子の交流が観察することができたことで，

水野���の結果と異なる結果が得られたと考えられ
た．先行研究��� 同様，今回の結果でも順応性尺度
と母親への関わりについては関連性が見いだされた
が，観察場面を多様にすることでさらに検討を進め

ていく必要があると考えられた．

最 後 に

今回の結果より，幼児気質質問紙の尺度と観察さ
れた行動カテゴリーとの間に一定の関係を見いだす
ことができた．今回の対象者数は一般化するには十
分ではない．対象者数を増やすことが望まれるが，
気質尺度と行動カテゴリーの間の安定した関連性を
検討していくためには，分析する場面数を増やすと
ともに，観察場面の内容も多様にすることが必要で

あると考えられた．そのうえで，発声や微笑など先
行研究�	�でとりあげられているような行動カテゴ
リーについて分析し，気質尺度と行動カテゴリーの
間の詳細な関連性を検討していくことが重要である
と考えられた．
気質の観察評価と母親による評価は，単独で子ど

もの行動スタイルを理解するのには不十分であり，
�つの方法を併用することが理解を深めると指摘さ
れている���．このことからも，子どもの気質評価を

より有効な臨床的応用につなげるためには，質問紙
上での把握とともに，実際の行動観察をはじめとす
る他の指標とあわせて検討していくことが必要であ
ると考えられた．

本研究は，平成��年度文部科学省科学研究費の助成を受

けて実施した研究の一部である．
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